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（ 注 １） ア ン ケ ー ト 結 果：
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レーザ加工 約3,000億円（現在）のレーザ加工機市場創出（2010年には約 6,000 億円）
住宅用太陽電池 約 1,500億円（世界一）の太陽光発電システム市場創出（2010年には約 4000億円）
ITS技術 関連市場 8,814 億円（20115年には約７兆円）
光触媒 関連市場約400億円
水素急蔵材料 約３兆円の水素供給ビジネス市場創出の期待
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燃料電池自動車 現在の 0.5％程度のCO2 排出削減の期待（年間約 6,000 t - CO2：2020年）
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図表 9　本調査で収集された多様な意義をもつ成果（進展）の 48 事例
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　結果的に、108 機関から 848 件
の代表的成果が収集された。それ
らを図表８の意義の分類で見渡す
と、国公立大学及び公的研究機関
における代表的成果（あるいは大
きな進展）は、非常に多様な意義
をもつことが判明した。これら全
件を「成果集」の形で公開すると
ともに、その一部を事例として抽
出して（図表９）、より内容の分
かりやすい「要約版」の形にまと
めて公開し、合わせてパンフレッ
トの形でも広く配布した。図表10
は 48事例のうちの２例である。
２‐４
本調査より得られた
政策的インプリケーション
　本調査により、非常に多様な意
義をもつ国公立大学及び公的研究
機関の成果が数多く抽出された。
また同時に、個々の成果の多面的
な複数の意義も検出された。この
ような多様な成果が社会のイノベ
ーションになっていくまでには、
個々の意義が最大限に生きるよう
な支援が必要であると考えられる。
